＜基礎編・運用マニュアル＞
	開催目的
	ＥＳＭＲセミナーとは、組込みソフトウェア開発の現場で、開発規模の増大のためプロジェクト計画書の必要性を感じている中堅技術者およびプロジェクトマネージャ／リーダー向けに、プロジェクト計画書に何を書くべき（記述内容）か、どのような記述フォームで書くべき（記述形式）かを解説するセミナーです。

	セミナータイトル
30文字＊2行
	ＥＳＭＲセミナー

	
	　～組込みソフトウェア向けプロジェクト計画ガイド[計画書編]・ＥＳＭＲセミナー～

	開催概要
300文字程度
	（独）情報処理推進機構（IPA）ソフトウェア・エンジニアリング・センター（SEC）は、「組込みソフトウェア向けプロジェクトマネジメントガイド[計画書編]・ＥＳＭＲ」のセミナーを開催します。

本セミナーは、基礎編コースとして位置づけられ、主として、ＥＳＭＲの概要を全体的に理解することに主眼をおいています。（プロジェクト計画をどのように立案するかという点については、別途、ＥＳＭＧコース・中級編コースで扱います。）
本セミナーでは、具体的には組込みソフトウェア開発におけるプロジェクトマネジメントの必要性、プロジェクト計画書の重要性、ＥＳＭＲの目的や狙い、ＥＳＭＲの概要（プロジェクト計画書に記載する項目と記述フォーム）を理解することを目的としています。理解をより深くするための演習付きのコース（90分）も選択できます。演習は、立案済みのプロジェクト計画書事例の評価と修正を行い、プロジェクト計画書に何を書くべきかの理解を深めるものとします。
また、講師用解説やカスタマイズポイントが記載されており、受講後に社内での展開が可能となっています。

	募集対象者説明
100文字以内
	・ソフトウェア開発経験があり、プロジェクト計画書の必要性を感じている技術者を主たる対象者とする。

	プログラム①
	タイトル：
	「組込みソフトウェア向けプロジェクトマネジメントガイド[計画書編]・ＥＳＭＲセミナー」～講義と演習～

	
	時間：
	180分
	開催時間：
	1日目　00:00 ～ 03:00

	アブストラクト
300文字程度
	組込みソフトウェア開発におけるプロジェクトマネジメントの必要性、プロジェクト計画書の重要性、ＥＳＭＲの目的や狙い、ＥＳＭＲの概要（プロジェクト計画書に記載する項目と記述フォーム）を理解します。また、ＩＰＡ/ＳＥＣが提供するＥＳＭＲセミナー用教材を用いて、教材各章のポイントについても解説します。


	プログラム①
	タイトル：
	組込みソフトウェア向けプロジェクトマネジメントガイド[計画書編]・ＥＳＭＲセミナー」～講義と演習～

	
	時間：
	1日目　00:00 ～ 03:00
	講師：
	

	配付資料①
ＥＳＭＲセミナー講義用教材
	印刷部数
	受講者数分・その他（　　　　）
	
	

	
	印刷色
	[image: image1.png]IPA



カラー　　・　　モノクロ
	印刷サイズ
	B5・A4・B4・A3

	
	N-up
	しない　・　2-up　・　4-up
	印刷面
	片面　　・　　両面

	
	投影データとしても使用　・　印刷データは投影データには使用しない　・　配付のみ

	配付資料②

ＥＳＭＲセミナー演習問題

	印刷部数
	受講者数分・その他（　　　　）
	
	

	
	印刷色
	カラー・モノクロ
	印刷サイズ
	B5・A4・B4・A3

	
	N-up
	しない　・　2-up　・　4-up
	印刷面
	片面　　・　　両面

	
	投影データとしても使用　・　印刷データは投影データには使用しない　・　配付のみ

	配付資料③

ＥＳＭＲセミナー回答用紙


	印刷部数
	受講者数分・その他（　　　　）
	
	

	
	印刷色
	カラー　　・　　モノクロ
	印刷サイズ
	B5・A4・B4・A3

	
	N-up
	しない　・　2-up　・　4-up
	印刷面
	片面　　・　　両面

	
	投影データとしても使用　・　印刷データは投影データには使用しない　・　配付のみ

	配付資料④

ＥＳＭＲセミナー解説付き回答例

	印刷部数
	受講者数分・その他（　　　　）
	
	

	
	印刷色
	カラー　　・　　モノクロ
	印刷サイズ
	B5・A4・B4・A3

	
	N-up
	しない　・　2-up　・　4-up
	印刷面
	片面　　・　　両面

	
	投影データとしても使用　・　印刷データは投影データには使用しない　・　配付のみ

	配付資料⑤
その他

	書籍名①
	

	
	書籍名②
	　

	
	その他
	その他関連資料（ESMR抜粋）

	必要備品
	講師用ＰＣ、プロジェクター、ホワイトボード（講師用）、ホワイトボード（グループ用）、模造紙、マジック、付箋紙（適量）※演習は受講者用ＰＣを用意して実施することも可能

	PC
	ノートPC
	受講者用ＰＣ（演習利用時）
	


Copyright© 2013 Information-technology Promotion Agency, Japan. All rights reserved 

